
登 山 計 画 書 / 報 告 書 

オレンジハイキングクラブ(技研部/山行部/自然保護部/ひまわり/事務局 

山 域 

山 名 

三倉岳(701.8m),1/16(土) 

羅漢山(1109.1m)1/17(日) 

実施日 2016/1/16-17 責 任 者 ( C L ) 川原 

天 候 16/晴 17/曇雪雨  (報告者) 山下 

行 
 
 
 
 

程 

1/16:諫早駅裏7:40-西諫早駅8:00－諫早 IC－大村(小熊氏合流)－金立SA9:00―(山陽自動車道)

―(昼食)大竹 IC12:00－三倉岳休憩所(0827-56-0660)13:00－胴乱岩―上ノ岳 14:03―中ノ岳

14:24―下ノ岳 15:10―三倉岳頂上 15:30―4合目小屋ー翁岩Aコース登山口―駐車場―民宿ど

んぐりの山着―椿山荘に行き入浴(女性 9 名のみ) 

1/17:民宿出発 7:40―8:30 生山峠近辺(車スリップ)－9:00 歩き始めるーハイランドロッジ 9:45

－登山開始-－小羅漢山 11:12―不知火杉への分岐―羅漢山頂上 11:39―生山峠へ下山―生山峠

の登山口―マイクロバスに乗車(昼食)－廿日市 IC－(中国自動車道)―諫早 IC－西諫早 19:00 
 

 氏  名 班 役割 乗 車 No 氏  名 班 役割 乗 車 

1 松岡 正樹 1 PSL 西駅 10 下釜 ミツ子 2 会計 駅裏 

2 川原 慶紀 1 L 西駅 11 松田 京子 2  西駅 

3 山下 ちず子 1 PL 西駅 12 工藤 学 2 PSL 西駅 

4 吉川 春美 1 会計 西駅 13 田中 静香 2  駅裏 

5 佐原 満子 1  駅裏 14 小熊 義人 2 PL 大村 

6 山下 文代 1  駅裏 15 松園 朱實(一般) 2  駅裏 

7 福岡 正廣 1  西駅      

8 高森 陽子 1  駅裏      

9 中須賀 孝正 1 感想 西駅      

携 

帯 

品 

地  図 1/2.5 万 玖波・宇佐郷 団体装備  

個人装備 

弁当(1 日分)行動食､非常食､水分・

宿泊道具 

地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保険証ｺ

ﾋﾟｰ､労山会員証､携帯電話 

 

参 加 費 ¥ 14000     

民宿 どんぐりの山(0829-74-3780) 

ドライバーさん 090-4992-4820(野崎さん) 

留守本部 兵庫芳隆(26-0470) 

経 

費 

明 

細 

 収入 14000 円×14=196000 円 

          15400 円×1=15400 円 

合計        211400 円  

 支出 

 マイクロバス      46000 

 ドライバー        20000 

 謝礼           5000 

 高速料金        19510  

 資料代              500 

 宿泊代(@5670 円) 90720(16 名) 

 弁当(15 個)         5250  

 ビール(@540)       8100 

 ガソリン          128290 

              207909 

登山概要(概念図などは別紙とする)  

問題点･反省点：まず、16 日になって翌日天気が雨に

なる予報を知る。で金立辺りで予定変更。先に三倉岳
に登る事にする。心配した雪も風も無く佐原さんも上
ノ岳以外は全て登頂を果たされた。下山口を少し予定
と違う方に下りたが問題無くバスに乗り民宿へ着く。 

翌日は雨か雪にならないうちに早目に民宿を出る。高
度を上げてハイランドロッジの 3 キロ手前で積雪にな
りバスがスリップ。何と(16 日)朝マイクロバスが出し
てなくて野崎さんが頼んであった通りのスタットレス
タイヤじゃないのが使ってあった。朝も 15 分遅れて来
られたのだった。この先はバスは無理と言う事で歩い

てのぼることにした。佐原さん、松田さんはバスに残
る事にした。ハイランドパークまで歩きそこから登山
開始、登山ルートが分からずしばらく右往左往する。
キャンプ地まで戻って登り始めた。積雪で登山道が分
かりづらい。頂上から生山峠の方に下りバスにのりこ
んだ。無事降りてバスに辿りついてホッとした。 

差額： 3491 円(オレンジ基金へ) 

 

様式 A 


